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資料１



路線バス事業の構造特性

バス事業は見えない事業 バス事業のコストは固定費

●無駄な運行を見つけて固定費を下げる。
●運行を効率化する。

データを用いて
見える化し
改善する
（最適化する）

●バスの遅れをなくす
●運転士の業務のリスクを下げる

●利用者を増やす

１



見る

２年目 ３年目１年目

供給革新

●ダイヤ最適化
●路線最適化
●ハブ＆スポーク
●デマンドシステム

バス事業者
継続改善

自治体支援に
よる運行継続

コミュニティ
バス等代替輸送

撤退を速やかに
承認

測る
見る

考える

Ｄ Ｃ Ａ

再評価需要創出最適化改善計画
決定現状の見える化

●運行品質の改善
●無駄な運行の削減

●運行の見える化
●顧客ニーズの見える化

●コストの見える化

●国、自治体、バス事業
者、住民で責任分担

●現状の共有
●方向性統一 ●新たな利用客の創造

需要創出
●観光客取り込み
●運賃制度改善
●地域おこし

地域で支える
公共交通の実現

ＰＤＣＡ導入サイクル ＰＤＣＡ改善サイクル

ＰＤＣＡ３年改善モデル

最適化と需要創出による路線バス事業改善モデル

データだけでは改善できない。人間力による地域おこしという包括政策の中でバスを支えていくのがゴール。
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ハブ＆スポークによる効率化と観光客導入

町の真ん中にハブバスセンターを設置してすべてのバスを結束させて運行効率を向上。

データによる最適化

＋観光客取り込み

＝ハブ＆スポーク化

埼玉県ときがわ町の交通再編成

第１
レベル

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

合計 117,650 108,710 121,601 134,418 160,767 166,199 171,713
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車両数を変えずに
バス運行本数を
２時間に１本から
１時間に１本へ
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小さな拠点 （ハブ＆スポーク＋施設）

路線再編成実施
2016年１1月
路線再編成実施
2016年１1月
路線再編成実施
2016年１1月

埼玉県東秩父村交通再編成

学校統合による
生徒送迎
2013年4月

和紙の里入場者数 ：再編前91,471人→再編後155,324人（170%）
売上 ：再編前67,942千円→再編後79,398千円（117％）

ＪＡの直売所購買人数：再編前94,916人→再編後122,339人（129%）
売上 ：再編前165,475千円→再編後191,479千円（116%）

ハブバスセンター、買い物施設、フードコート、
観光センター、行政サービス、和紙体験施設

乗合バス利用者数

ハイカー

第２
レベル

乗合バス：再編前４両→３両（利用者数ほぼ変わらず
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小さな拠点を結ぶ（過疎地版コンパクトシティ構想）

過疎地域では人口が少なくマーケットが成立
しないので様々なサービスが急速に失われて
きた。町の真ん中に小さな拠点を作り、これを
面的に整備して結ぶことで医療等の巡回サービス
が可能となり、失われたサービスが復活する。

第３
レベル

ラオスで郊外のショッピングモール
をハブバスセンターとして市内の
バスターミナルと結ぶ事で、運行の
効率化と利便性そして運転士の
休息場を実現した。

ハブバスターミナル

ショッピングモール

ラオス国首都ヴィエンチャンバス事業改善

小さな拠点にサービス施設を集中させれば
効率的な行政サービスが可能となり
コンパクトシティ構想と同様の効果が生じる

市内バス
センター

市内のバスセンターは工事中で混雑
緩和をするためにショッピングモール
を発着点とする

２０１７年１１月運行開始
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